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１．これまでの検討委員会・グループ会合開催状況及び議論内容

検討委員会・グループ会合の開催状況及び議論内容

整理
番号

会　議　名 開 催 日 時 議　論　内　容

1  第１回検討委員会  令和6年8月1日 開催

・第３２軍司令部壕保存・公開基本方針について
・詳細調査結果及び周知啓発に係る取組について
・フィールドワーク事業及びアンケート調査結果について
・文化財指定に向けた取組について
・第３２軍司令部壕保存・公開基本計画骨子素案について

2  第１回平和発信・継承検討グループ会合  令和6年8月20日 開催

・類似施設の事例紹介について
・第３２軍司令部壕の保存・公開に係る整備課題について
・公開対象候補の保存・公開イメージについて
・計画素案（たたき台）について

3  第１回技術検討グループ会合  令和6年9月2日 開催

・類似施設の事例紹介について
・第３２軍司令部壕の保存・公開に係る整備課題について
・公開対象候補の保存・公開イメージについて
・第１坑道スロープ部上部の変位観測結果について

4  第２回平和発信・継承検討グループ会合  令和6年10月17日 開催
・類似展示施設の事例紹介について
・公開対象候補の保存・公開イメージについて
・計画素案（たたき台）について

5  第２回技術検討グループ会合  令和6年10月29日 開催
・類似展示施設の事例紹介について
・公開対象候補の保存・公開イメージについて
・計画素案（たたき台）について

6  合同グループ会合  令和6年11月22日 開催

・展示施設建設候補地について
・公開対象候補の保存・公開イメージについて
・計画素案（たたき台）について
・第３２軍司令部壕の保存・公開スケジュール案について



２．保存・公開の基本的な考え方についての意見

（１）保存・公開に係る総論的な意見

① 第３２軍司令部壕の保存・公開については現実的に実現可能な整備目標を定め、段階的かつ着実に事業を進める必
要がある。

② 第３２軍司令部壕及び展示施設ともに首里城公園全体の利用計画と調整を図る必要がある。

③ 現在、首里城公園全体の防災計画の見直しが行われており、当該防災計画上、首里城公園内に現状以上の施設を整
備することは困難である。すなわち、首里城公園内に展示施設や第２・第３坑道への接続施設を整備することは当面困
難であり、首里城公園防災計画との調整が必要である。

④ 坑道内部の公開に係る整備は予算も時間もかかるうえに、大人数の見学者を受け入れることは難しいと考えられる。沖
縄戦の実相と戦争の悲惨さ、平和の尊さを広く国内外に発信することを目的にするのであれば、展示施設の整備は妥
当である。

⑤ 首里城防災計画との関連を踏まえると、現状、首里城公園内での展示施設の整備や第２・第３坑道の接続は難しいと
考えられるが、将来的にはこれらについても再検討する位置づけがよいと考える。

⑥ 第３２軍司令部壕は仮設支保工が残された現状で文化財に指定されることになるが、坑道内部を公開する際には、どこ
が沖縄戦当時のオリジナル部分であるのか明確にすることが望ましい。
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（２）坑道内部の公開に係る意見

① 第３２軍司令部壕の場所の重要性や歴史性等も踏まえ、公開する区間と保存する区間を決定していく必要がある。

② 第３２軍司令部壕は文化財に指定されたため、坑道内部を見学する場合には、現状の保存と安全対策のための整備の
調和を図ることが非常に難しい。

③ 坑道内部を公開する場合には、見学者の安全確保が最優先であるが、現状の保存に加えて、できる限り、風化や劣化
が進みにくい対策を検討する必要がある。

④ 地質性状を踏まえると、湿度変化等で劣化や風化が進みやすい泥岩で構成される第２坑道や第５坑道のコルゲート管
奥区間に見学者を坑道内部に入れることは安全管理上難しい。

⑤ 安全対策や劣化・風化防止対策を行う場合は、現状を大幅に変更するおそれが懸念され、文化財保護の観点からも難
しいように考えられる。

⑥ 坑道内部を公開するのであれば、第５坑道コルゲート管手前区間（琉球石灰岩区間）が最も現実的である。
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２．保存・公開の基本的な考え方についての意見

（３）先端技術を活用した公開方法に係る意見

① 先端技術を活用して、坑道内部をより現実感をもたせて公開する方法や崩落などで入れなくなった場所を疑似的に体
験する公開方法もある。必ずしも現場ではないところで、情報発信できる方法を同時並行で検討することが重要である。

② 首里城公園内での展示施設等の整備が困難であり、第５坑口・第５坑道エリアについては交通対策や地域の理解や合
意形成が必要である現状を踏まえると、必ずしも施設の新設（物理的なスペース）を必要としない、先端技術を活用した
公開方法（例えば、デジタルスタンプラリー等）についても検討する必要がある。

③ 見学者を坑道内部に入れて公開することができない区間については先端技術を活用して公開することがよい。

⇒ 意見を踏まえ、基本計画（素案）への反映
保存・公開の基本的な考え方として以下の５項目に整理

（１） 展示施設の整備
（２） 文化財指定による保存・活用
（３） 安全性の十分な確保と劣化防止
（４） 先端技術の活用
（５） 公園利用者の安全確保と段階的な整備
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３．展示施設の整備概要・イメージについて

■展示施設の整備に係る意見

① 第３２軍司令部壕の全体像を説明できる展示施設を整備することが望ましい。

② 今後の検討のなかで、坑道内部の公開が現実的に困難との判断となる場合も想定されるため、展示施設を整備するこ
とは有用である。

③ 小規模でよいので、証言記録等の情報を保管し、修学旅行生や見学者が証言記録等を閲覧できる展示施設の整備が
求められる。

④ 展示施設を整備するのであれば、平和祈念資料館等との連携を必要である。
⑤ 平和学習及び平和教育への利活用を主体とした展示施設にする場合には展示内容を充実させることが重要である。

⑥ 首里城公園内での施設の整備は困難とのことであるが、周知啓発効果を考慮すると、首里杜館周辺に、小規模で良い
ので、案内所等を併設することが望ましい。

⑦ 第５坑口・第５坑道エリアに展示施設を整備するのであれば、首里城公園から当該地までの移動方法が課題となる。
⑧ 大型バス等の受け入れは地域にとって大きな負担となるため、交通渋滞対策等を検討する必要がある。

⑨ 周辺環境を踏まえると必ずしも大型バスの駐車場は必須ではないように考えられる。現時点で当該地では通勤・通学時
の混雑が問題となっている。

⑩ 周辺の交通渋滞に配慮し、展示施設の駐車場は最小限として、首里城公園からは主に徒歩で移動することでよい。

⑪ 展示施設への交通安全確保を含めた移動が課題となるが、必ずしも車両での移動は必須ではなく、第３２軍司令部壕
の巨大さを実感しながら徒歩で移動することでも良いように考えられる。

⑫ 第５坑口・第５坑道エリアに展示施設を整備するのであれば、地域住民への丁寧な説明と合意形成が必須であり、地域
の理解を得た整備が必要である。

⑬ 第１坑口周辺に展示施設を整備することは龍潭周辺の景観を損ねるおそれがある。
⑭ 首里杜館周辺に展示施設を整備し、第２・第３坑道に接続することはできないだろうか。
⑮ 類似展示施設の事例収集に基づくと、展示施設の規模は400～500m2前後が一つの目安になると思われるが、

展示施設の規模は展示内容や展示施設に備える機能を十分に検討したうえで決定する必要がある。
⑯ 歩行者と車両の動線ができる限り交差しないように展示施設と斜路（車両道路）を配置することが望ましい。
⑰ 展示施設内に見学者の待機スペースや休憩スペースを設けることでよいと考えられる。

⇒ 意見を踏まえ、
・ 展示施設の整備概要、建設予定地（芸大敷地）、駐車場等の見学関連施設の整備イメージに反映



展示施設の整備イメージ
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３．展示施設の整備概要・イメージについて

■整備の概要
・景観や環境に配慮した整備

・道路混雑への対応等の周辺環境への

影響の軽減

・見学関連施設（駐車場、集合広場、トイ

レ等）の併設

・第５坑道に接続するエレベーター（らせ

ん階段含む）の併設



（１）第５坑口・第５坑道周辺の整備に係る意見

① 第５坑口・第５坑道周辺の環境や景観はあまり改変せず、現状のまま残してほしいという地域やフィールドワーク参加者
の意見を尊重すべきであり、第５坑口・第５坑道の周辺の環境や保全には十分に配慮すべきである。

（２）第５坑口（アクセス路）の整備に係る意見

① 第５坑口のアクセス路はスロープを整備しても勾配が急になってしまい、車椅子利用者にとって危険を伴うおそれがあ
るため、現状のまま保存しながら整備した方がよい。

（３）第５坑口の整備に係る意見

① 第５坑口には坑道内部に入る前にガイダンスを受けられる施設があるとよい。
② 坑口や坑道内部はできる限り沖縄戦当時のまま公開した方がよく、できる限り、手を加えない方がよい。
③ 第５坑口周辺整備については展示施設との連携を考えながら、最小限にとどめることが望ましい。
④ 展示施設と連携することを前提条件とすると、坑口建屋は小規模でよいと考えられる。
⑤ 坑道内部の劣化や風化防止の観点からは、坑口を建屋で覆ってしまった方がよい。
⑥ トロッコレール軌道を展示

４．第５坑口・第５坑道の整備概要・イメージについて
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⇒ 意見を踏まえ、
・ 第５坑口アクセス路は、土地の改変を行わず、手すりや階段等の整備をイメージ図に反映
・ 第５坑口は坑道内部の劣化等防止のため必要最小限の建屋で覆うとともに、トロッコレールの

軌道を展示



第５坑口アクセス路の整備イメージ
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４．第５坑口・第５坑道の整備概要・イメージについて

■整備の概要
・見学者が坑口まで安全に移動できるように

手すりや階段を整備（下記写真を参照）

・障がい者や車いす利用者は別途整備する

エレベーターを利用

・可能な限り、土地の改変は行わず、景観や

環境を保全



第５坑口周辺の整備イメージ
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４．第５坑口・第５坑道の整備概要・イメージについて

■整備の概要
・坑道内部の劣化防止のため坑口に建屋を

設置

・建屋内でトロッコレールの軌道を展示

・景観に配慮した整備



■第５坑道（内部）の整備に係る意見

① 劣化・風化が進みやすい泥岩区間（コルゲート管奥区間）を保存区間候補、相対的に劣化・風化が進みにくい琉球石灰
岩区間（コルゲート管手前区間）を公開対象候補とする考え方は妥当である。

② 第５坑道では中央部のコルゲート管区間（延長約40m）は断面が狭いため、見学の支障になる。
③ 第５坑道内部への接続は、立坑を掘削し、エレベータとらせん階段で接続することがよい。

④ 第５坑道内部を公開するには引き続き、岩盤状態を確認し、安全対策を検討する必要がある。安全対策については既
存坑道（天端、壁面、床面）を損傷しない方法を検討する必要がある。

⑤ 文化財としての保護と坑道内公開の調和を図るには、坑口から数m部分だけは安全対策を施し、内部を覗いて見学す
るという方法もある。公開対象区間については今後の調査結果等を踏まえ、議論の余地があるように考えられる。
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４．第５坑口・第５坑道の整備概要・イメージについて

芸大金城キャンパス

民有地

那
覇
市
道

【新設】

エレベーター

（らせん階段含む）

【新設】

第５坑口建屋

【新設】

展示施設（エレベーター建屋含む）

コルゲート管

立ち入り可能 立ち入り不可



（１）第１坑口（第１坑道含む）の整備に係る意見

① 将来的には、第１坑口から掘削調査を行い、第１坑道の実態ないし第３２軍司令部壕の全体像を把握することも検討す
べきと考えられる。

② 第１坑道を掘削しないまでも、現在の試掘調査範囲を埋め戻さない状態での公開方法の検討も必要である。
③ 第１坑口が再現されている方が現実感があるように思われる。
④ 第１坑口は必ずしも再現整備する必要はなく、埋没していることをイメージする公開方法もある。
⑤ 第１坑口は沖縄戦後の長い歴史の中で埋没してしまったという状態を見学することも歴史の勉強である。

⑥ 実物の遺構を公開した方がインパクトがあるが、遺構の劣化防止を優先するのであれば、埋め戻して保存することも妥
当と考えられる。

⑦ 第１坑口及び第１坑道の直上には、将来的な試掘調査等の支障にならないように、人工物等を設置しない方がよい。こ
れに加えて、沖縄戦の遺構の直上を整備し改変することに心情的な抵抗感を感じる方々は多いと思われる。これらの
心情にも十分に配慮し、第１坑口や第１坑道の直上の整備は最小限にとどめた方がよい。

⑧ 第１坑口を現実感のある形で保存・公開したいという考え方は共通している。将来的に第１坑口の再現や第１坑道の試
掘調査が可能となるように、現時点では最小限の整備にとどめておくことがよい。

⑨ 第１坑口の公開については、現時点で完成させなくてもよい。将来への課題（第１坑口の再現や第１坑道の試掘）を明
示し、次の世代に引き継ぐという公開方法でもよい。

５．第１坑口の整備概要・イメージについて
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⇒ 意見を踏まえ、
・ 第１坑口は遺構等の劣化防止のため埋め戻して保存
・ 第１坑口がこの場所に実在したことを感じることができる手法を検討
・ 第１坑口や第１坑道の位置を把握できるように遊歩道とデッキを整備
・ 最小限の整備にとどめ、将来的な調査等の支障にならないように配慮



第１坑口の整備イメージ
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５．第１坑口の整備概要・イメージについて

■整備の概要
・第１坑口や第１坑道を俯瞰できるようにデッキや遊歩道を整備

・最小限な整備にとどめ、将来的な調査等の支障にならないように配慮



■第２・第３坑道の保存・公開に係る意見
① 第３２軍司令部壕の場所の重要性や歴史性等も踏まえ、公開する区間と保存する区間を決定していく必要が

ある（再掲）。

② 第２・第３坑道（とくに、第２坑道）は湿度変化等で劣化や風化が進みやすい泥岩で構成される。坑道内部に見
学者が立ち入ることで、さらに劣化や風化が進みやすくなることに十分な留意が必要である。

③ 無支保工区間が残る第２坑道奥部に見学者を入れるとなると、安全対策や岩盤の劣化・風化対策等により現
状を大幅に改変せざるを得ないため、文化財保護の観点からも現地公開は難しい。

④ 現在、首里城公園全体の防災計画の見直しが行われており、当該防災計画上、首里城公園内に現状以上の
施設を整備することは困難である。すなわち、首里城公園内に展示施設や第２・第３坑道への接続施設を整備
することは当面困難であり、首里城公園防災計画との調整が必要である。

⑤ 見学者を坑道内部に入れて公開することができない区間については先端情報技術を活用して公開することが
よい。

６．第２・第３坑道の保存・公開の考え方
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⇒ 意見を踏まえ、
・見学者を坑道内部に立ち入らせず、保存を行う。
・この区間の重要性を踏まえ、坑道内部の状況を見学する適当な方法を引き続き、検討する。


